
 
 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

福島西高校２学年通信 第 3号 

発行日 令和元年 5 月 31 日(金) 

 

現
在
高
校
２
年
生
で
あ
る
皆
さ
ん
。
こ
の
質

問
に
つ
い
て
少
な
か
ら
ず
考
え
た
こ
と
が
あ
る

で
し
ょ
う
。
私
も
高
校
生
の
時
、
考
え
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
様
々
な
立
場
の
人
が
い
ろ
い
ろ

な
こ
と
を
言
っ
て
い
る
し
、
理
由
や
動
機
は
一

つ
じ
ゃ
な
い
。
各
々
に
よ
っ
て
の
そ
の
軽
重
に

も
差
が
あ
り
ま
す
。
教
育
学
者
や
教
師
や
、
大

人
に
と
っ
て
は
ま
あ
通
論
で
あ
る
こ
と
も
、
高

校
生
に
は
、
実
感
が
沸
か
な
い
こ
と
も
多
々
あ

り
ま
す
。 

 

さ
て
、
こ
こ
で
あ
ら
た
め
て
聞
き
ま
す
。「
あ

な
た
は
何
の
た
め
に
勉
強
し
て
い
ま
す
か
。」 

 

日
本
が
高
度
経
済
成
長
期
の
頃
（1955

年
頃

〜75

年
頃
？
）、「
高
収
入
を
得
る
た
め
、
良
い

企
業
に
就
職
す
る
た
め
に
良
い
大
学
に
入
る
た

め
」
に
勉
強
し
た
と
い
う
人
は
当
時
、
か
な
り

多
く
い
ま
し
た
。
受
験
戦
争
と
い
う
言
葉
も
あ

り
ま
し
た
。
こ
れ
も
勉
強
の
動
機
付
け
の
一
つ

で
あ
る
こ
と
は
、
現
代
に
も
も
ち
ろ
ん
当
て
は

ま
り
ま
す
。 

 

一
方
で
、「
人
生
を
豊
か
に
す
る
た
め
、
よ
り

良
く
生
き
る
た
め
に
勉
強
す
る
の
だ
」
と
も
よ

く
言
わ
れ
ま
す
。
高
校
２
年
生
の
皆
さ
ん
に
は

な
か
な
か
実
感
で
き
な
い
で
し
ょ
う
が
、
大
人

か
ら
見
れ
ば
、「
そ
の
通
り
」
な
の
で
す
。
こ
れ

を
狭
義
で
や
や
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
言
い
方
を
す
れ 

 

ば
「
被
害
を
被
っ
た
り
、
損
害
を
与
え
ら
れ
た

り
、
命
を
奪
わ
れ
た
り
、
健
康
を
損
ね
た
り
し

な
い
た
め
に
」
勉
強
し
て
い
る
面
も
あ
り
ま

す
。（
化
学
の
基
礎
知
識
を
知
っ
て
い
な
い
と
、

時
に
は
命
を
落
と
す
こ
と
も
あ
る
の
で
す
）。

そ
の
他
に
も
「
自
分
自
身
を
成
長
さ
せ
る
た

め
」「
人
を
幸
せ
に
す
る
た
め
」「
社
会
に
貢
献

す
る
た
め
」
な
ど
、
勉
強
す
る
理
由
や
動
機
は

様
々
で
す
。 

 

さ
て
そ
の
中
で
も
最
近
特
に
言
わ
れ
て
い

る
の
が
、「
世
界
に
山
積
す
る
課
題
を
解
決
す

る
た
め
」
で
す
。
私
が
集
会
で
よ
く
、
何
の
た

め
に
掃
除
を
す
る
の
か
。
そ
れ
は
「
犯
罪
を
減

ら
す
た
め
。
世
界
か
ら
紛
争
や
戦
争
を
な
く
す

た
め
。
世
界
を
平
和
に
す
る
た
め
」
と
言
っ
て

い
ま
す
が
、
皆
さ
ん
が
勉
強
す
る
意
味
の
一
つ

に
、「
世
の
中
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
」
を

加
え
て
欲
し
い
の
で
す
。
自
己
実
現
と
社
会
の

課
題
解
決
を
つ
な
げ
れ
ば
、
学
習
意
欲
は
高
ま

る
で
し
ょ
う
。
だ
っ
て
、
自
分
が
勉
強
す
る
こ

と
で
自
分
だ
け
で
な
く
他
の
人
や
世
界
を
幸

せ
に
で
き
る
の
で
す
か
ら
。
そ
の
き
っ
か
け
と

な
る
の
が
、SDG's

の
学
習
で
す
。 

ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
、
深
ま
り
は
こ
れ

か
ら
で
す
が
、
世
界
や
日
本
や
福
島
県
や
自
分

の
住
ん
で
い
る
地
域
に
ど
ん
な
課
題
が
あ
り
、 

 

２年生の最初の模擬試験まで 

あと 1ヶ月 

 今度の模試から志望校を書くことになります。志望

校に合格するためには、そろそろ本気で勉強しない

と。全国の高校生もそう思い始めています。その人た

ちより、もっと勉強しないと全国偏差値は上がらない

ことは前にも書きました。意識を変えて本気で勉強し

始めた人、福島西高にもいますよ。離されないように

しっかりついていこう。家庭学習で予習・復習・課題・

添削にしっかり取り組んでください。分からないこと

を分からないままにしないことが大切です。 

 

期末考査最終日の翌日です！！ 

ど
う
解
決
し
て
い
っ
た
ら
よ
い
か
、
グ
ル

ー
プ
の
み
ん
な
と
意
見
を
交
換
し
な
が

ら
、
深
め
て
い
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

高
校
生
活
で
身
に
つ
け
る
知
識
や
前
向
き

な
思
考
や
行
動
力
は
、
大
学
や
そ
の
先
の

就
職
先
、
自
分
の
住
む
自
治
体
や
町
内
会

で
必
ず
生
か
さ
れ
る
は
ず
で
す
。
中
に
は

世
界
の
大
き
な
課
題
を
解
決
す
る
こ
と
に

つ
な
が
っ
て
い
く
か
も
知
れ
な
い
。 

 

因(

ち
な
み)

み
に
修
学
旅
行
先
の
広
島

の
高
校
生
とSDG's

等
で
交
流
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
さ
あ
、
積
極
的
に
取
り

組
も
う
。
無
関
心
は
禁
物
で
す
。
無
関
心

は
危
険
で
す
。 

 

「
何
の
た
め
に
勉
強
す
る
の
？
」 

 
 
 
 

 
 

学
年
主
任
よ
り 

  

［ 連 絡 ］ 

■衣替え…夏服の準備を。着こなし方を確認しておこう。 

■新体力テスト…信夫が丘競技場までの交通手段を確認

しておいて下さい。 

■一日大学…保護者の方にもご案内する予定です。 

■部活動…各種大会・コンクールなど、精一杯頑張って

下さい！！ 



【特別企画】〇〇先生からのメッセージ⑤…教育実習生のみなさんより 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

; 

 

 

■6月の行事予定 ■ 

日 曜 予 定 

1 土  

2 日  

3 月 衣替え,特別時間割 5時間     SC 

4 火 朝のあいさつ運動～5 

5 水 ⑥⑦進路講演会 

6 木 JR マナーアップキャンペーン～7 

7 金 学校訪問 

8 土 恵風園訪問  デッサン講習会(本校) 

9 日  

10 月 SC 

11 火 新体力テスト 

12 水 ①～⑤,LHR,生徒会役員選挙 

自転車安全走行一斉指導～13 

13 木 新体力テスト(予備日) 

14 金  

15 土  

16 日  

17 月 SC 

18 火 考査時間割発表 

19 水 ⑤～⑦一日大学 

20 木  

21 金  

22 土  

23 日  

24 月  

25 火 期末考査 

26 水 期末考査 

27 木 期末考査 

28 金 期末考査、緑化活動 

29 土 進研模試  デザ科学科説明会(本校) 

30 日  

     ７月の主な行事予定 

      4日(木) デザ科親子勉強会 

13日(土)･14日(日) 県北美術部実技講習会(本校) 

17日(水)･18日(木) 球技大会 

19日(金) 終業式 

22日(月)～30日(火) 夏季課外 

31日(水) 体験入学 

２

９ 

 

 始業前は朝練、日中は授業、放課後は

部活、土日は試合に練習、帰ったら寝る。

毎日がその生活の繰り返しでした。辛く

て休みたい日もありました。それでも 3

年間頑張れたのは支えてくれる友達、い

つでも力になってくれる先生方、色々な

方に支えられたから、辛い中でも楽しく

て充実した毎日だったと今は思います。

ひとつだけ後悔したのは、英語を苦手科

目のまま卒業したことです。大学で英語

が出来れば、将来の選択肢が大きく広が

ることを痛感しました。（留学してみた

かった…） 

これから進路のための勉強や、部活動

など忙しくなることが増えると思いま

す。友達と支え合い、時には切磋琢磨し

ながら、残り 2 年間、有意義な高校生

活を送って下さい！ 

 5 年前、私はデザ科で毎日黙々と絵を

描きながらバンド活動もしていて、芸術

にまみれた日々を送っていました。その

２つに熱中していたので、当時の定期テ

ストの点数は壊滅的で、数学は赤点でし

た。でも、もたもたしていたらあっとい

う間に受験です。このままではまずいと

思った高２の私は、数学は赤点を取らな

いように、得意な現文はもっと点数を取

れるように勉強することにしました。そ

の結果少しずつ成績が良くなり、大学受

験も成功して今に至ります。 

美大受験は筆記試験の他に実技試験も

あります。勉強と実技の練習を両立する

のは大変でしたが、それらを頑張ったか

ら今があります。みなさんも自分のペー

スでこつこつと頑張ってみて下さい！ 

 

渡邉 菜々 先生 

 

女子美術大学 芸術学部 

美術学科 洋画専攻 

版画コース 4 年 

 

 矢上 彩乃 先生 

 

 立教大学 文学部 

 史学科 4 年 

 高校の頃の一番の思い出は、やはり修

学旅行だと思います。沖縄に行き、各地

の観光地や戦争遺跡などを見て回りま

した。この修学旅行の一番の思い出とし

て、民泊が挙げられます。民泊では受入

れ先の方が親身に接して下さり、沖縄の

郷土料理を振る舞ってくれて、沖縄の食

文化を深く知ることができました。 

大学では歴史を学んでいます。当時の

文献や図像、発掘品といった史料をもと

に自身の考えをまとめ、新しい見方を提

案するような主体的学びが重要となり

ます。皆さんも総合学習で取り組んでい

るようですが、こうした自分で考え資料

を通して根拠を確実なものにして意見

を表明する、というプロセスは、長期的

な視野で見ると十分に意義のあるもの

となり、何らかの形で役立つでしょう。 

 

 

似顔絵は、渡邉菜々先生に描いて頂きました♪ 

伊藤 匠平 先生 

 

千葉大学 文学部 

人文学科 4 年 

 

女
子
バ
ス
ケ
部 

で
し
た
！ 


